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　〔目的〕我々は，従来radiocardioangiogramを循環

器疾患に対する1検査法としてroutinに行って来た

が，この方法では，末梢動脈の閉塞性疾患で良好な影像

が得られないことを知った．そこで，我々は動脈閉塞性

疾患に対して全身血管シソチグラムを作成して，臨床応

用の可能性が有るか否かについて検討を試みた．

　〔方法〕使用した装置は，PHO－Gamma　H．P．　scintill－

ation　cameraで，投与したアイソトープは99mTc　albu－

min（5mCi）であるt投与法は従来の我々の行っている

方法で，静注後に患部のradiocardioangiogramを作成

し，次いで全身シソチを行った．このようにして得た所

見と，臨床所見および皮膚温やangiogramと比較して

検討した．

　〔成績〕本法によるangiograrnは，動静脈の重復し

た影像ではあるが，血管像をより明確に解像でき，また，

末梢血管の血流分布を明確に影像として観察できた．四

肢の動脈閉塞においては静脈血流も減少しているので，

総合的血流分布図として観察することが重要となる．ま

た，従来のradiocardieangiogramによる動態解折と同

時に併用して数量的に表現することも可能であり，臨床

症状との細部に関する関連性については尚今後の検討を

要する．本法の対象となった動脈閉塞性疾患患者はrisk

の悪い場合が多いので，本法は末梢動脈閉塞性疾患の診

断，予後判定に有力な1検査法となる．
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観察の目的で，RI　angiographyを行い，　contrast　angi・

ographyとの比較，局所血流状態について検討を行っ

た．対象は，閉塞性静脈疾患・閉塞性動脈疾患が大半で

ある．

　〔方法〕静脈疾患には，99mTc－MAA　3～7mCiを足

背皮静脈より注入し，scintiphotoを作成し，必要な場合

は，運動負荷を行い，静脈弁の異常を観察した．動脈疾

患には，肘静脈より20mCiの99mTcO4一をbolusで注入

し，動脈像を得ると共に，133Xeを用い，動脈内または

局所に注入し，そのclearenceを観察した．

〔結果　結語〕

　1）RI　venographyは閉塞部位の診断及び，ひきつ

づき行える肺のperfusion　scanにより，肺栓塞の診断に

有用である．また，運動負荷を行うことにより，静脈弁

の異常が観察でき，contrast　venographyと比し，良好

な結果を得た．

　2）四肢動脈については，bolusで注入することによ

り，その走行，閉塞・狭窄の状態が観察できた．

　3）133Xeの注入により，そのclearence　curveから

四肢の血流状態が観察可能であった．また，運動負荷・

温度差・術前術後の状態についても検討した．

　4）99mTc－HSA　microsphereによるperfus▲on　scan

を行い，検討した．
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